









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ГЕНЕРАЛЬНАЯ КАРТА РОССIЙСКОЙ ИМПЕРIИ
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在所、父親の名、職業（身分）、名前、生年、年齢を記しており、その職業を「水主」と記している。
(８) 小林茂文は「漂流はおそらく世に知られるものの数百倍もの例があったものと思われる」と指摘したうえで、
「漂流こそが、民衆が外国にふれうる唯一の機会であった」とし、漂流記から民衆の「対外意識」や「日本」認識
を読み取ることが可能として指摘している。（「漂流と日本人」『漂流と漂着―海と列島文化別巻』小学館、一九九
三、九四頁）
(９) 前掲註２書、一六七～一八二頁。
(10) 大槻玄沢、志村弘強著、池田皓訳『環海異聞』雄松堂出版、一九八九。
(11) 亀井高孝校訂『北槎聞略』岩波書店、一九九〇。
(12) 正式には『一八〇三～六年、ナジェー
ジダ、ネヴァ両号による世界一周航海記・付録アトラス』で、ロシア語
版は一八一三年にペテルブルクで出版された。その後イギリス、オランダ、フランス、スウェー
デン、デンマー
ク、
イタリアの各語で翻訳されている。
(13) クルー
ゼンシュテルン著、青地盈訳、高橋景保校訂『奉使日本紀行』叢文社、一九七九。
(14) 北見俊夫『日本海上交通史の研究』法政大学出版局、一九八六、二〇八・二〇九頁。
(15) 『続日本紀』霊亀元年（七一五）十月二十九日条に「陸奥蝦夷第三等邑良志別君宇蘇弥奈等言。親族死亡子孫
數人。常恐被狄徒抄略乎。請於香河村。造建郡家。爲編戸民。永保安堵。又蝦夷須賀君古麻比留等言。先祖以來。
貢獻昆布。常採此地。年時不闕。今國府郭下。相去道遠。往還累旬。甚多辛苦。請於
。便建郡家。同百姓。
共率親族。永不闕貢。並許之」とある。波線部「閉村」は現在の岩手県上閉伊郡や下閉伊郡の海岸部を指す（瀧本
壽史他編『三陸海岸と浜街道』吉川弘文館、二〇〇四、五六頁）との見方と、宮城県牡鹿郡、桃生郡とする説（直
??
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木孝次郎他訳注『続日本紀』１、平凡社、一九八六、一九四・一九五頁）と両論あるが、いずれにしても石巻から
北上した海岸部にヤマトの影響が及んでいることがわかる。
(16) 東北地方中央部における蝦夷のヤマトへの抵抗は九世紀初頭の、坂上田村麻呂による蝦夷征討まで続いており、
いわゆる海岸部の｢海道の蝦夷｣の貢納と時代的遅れがある。
(17) 近世における東回り航路と漂流の誘発については「近世三陸の海における領域と境界(１)」で詳述した。
(18) 前掲註14書、二一四～二一六頁。
(19) 松本郁代・龍崎孝「近世三陸の海における領域と境界(１)」（『横浜市立大学論叢』六六（二）、二〇一五、一七
五頁）の【表１】参照。
(20) 海運学者でもあった本多利明は一八〇四年に『渡海新法』を著した。この中で「船中悉皆不案内ナレドモ、杳
ナル万里ノ大洋ヲ乗越、芥子一粒程ナル長崎ノ港ヲ的中セズトイフコトナキハ不審スベキ頂上ナリ」とその航海術
を評価し、航海法を要約している。しかしこうした航海術書は特定の人々
のみ知るところで、一般に利用されるこ
とはなかった。(前掲註14書、二二七・二二八頁)
(21) 前掲註14書、二二九・二三〇頁。
(22) 柳田国男は「なぞとことわざ」（『定本柳田國男集第二十一巻』筑摩書房、一九七〇、七一～一四八頁）の中で
「必要な生活の知識」として「帆かげ三里」（船の帆だけしか見えなくなる）、｢船かげ三里、帆かげ七里｣（帆や船
かげが全く見えなくなる距離）として紹介している。またこの中で、三陸沿岸の気仙地域のことわざとして「秋の
北風春南」の諺を紹介している。これは船乗りが最も危険視する西南から吹く風に変わりやすいことを注意喚起し
たもので、「すなわち西風が吹くと帰ってこられないからである」と注釈している。
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(23) 前掲註14書、二三九・二四〇頁。
(24) 前掲註14書、二四八頁。
(25) 前掲註22書参照。
(26) 前掲註10書、十一頁。
(27) 前掲註１書、七五頁。
(28) ロシア側は「信牌」の持つ意味を「一年に一隻の長崎入港を認める」と受け取り、事実上の交易許可と判断し
た。幕府側は目付に対し、「長崎に来たのならばあえて交易は拒まないという語勢」をもってラクスマンの応接に
当たるよう指示していたという。（秋月俊幸『千島列島をめぐる日本とロシア』北海道大学出版会、二〇一四、一
一一～一一九頁。
(29) 秋月俊幸『千島列島をめぐる日本とロシア』北海道大学出版会、二〇一四、一四七頁。
(30) 前掲註13書、十七頁。
(31) 前掲註13書、十七頁。
(32) 松尾晋一『江戸幕府と国防』講談社、二〇一三、一一四・一一五頁。
(33) 「莫斯哥亜・魯斎亜地理図」については「近世三陸の海における領域と境界（２）」（前掲４論文）で論じた。
(34) 前掲註20の説明を参照。
(35) 前掲註13書、九六頁。
(36) 前掲註６書、一九四頁。
(37) 大槻玄沢は『環海異聞』の「序例付言』の中で、光太夫からの証言やオランダ語の翻訳や通訳として得た知識
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を用いて津太夫らの証言の過ちを訂正したことを記している。（前掲註10書、五頁）
(38) 前掲註10書、十四頁。
(39) 大槻玄沢は同書内の補足の中で「タナゴ島」を種子島とし、「彼は旧名を伝え聞いていたと思われる」と記して
いる。彼とはレザノフ、と思われる。（前掲註10書、二四七・二四八頁）
(40) 大槻玄沢『環海異聞』北光書房、一九四四、三七九・三八〇頁。
(41)『奉使日本紀行』ではクルー
ゼンシュテルンが日本近海において六分儀などを使って緯度経度を正確に記録する
一方、フランス製、オランダ製海図に載っていない岬などを自ら命名しながら航行している（前掲註13書、一三〇
～一四三頁）参照。
(42)『流船帰国物語』と同系統と思われる本に、池田皓氏架蔵本『異国漂流記』（別名奥州仙台領石巻村船主魯西亜
漂流）がある。その序文（冒頭部）を左に示した。（　）は『流船帰国物語』の冒頭部。傍線は松本が付した。
陸奥国仙台領牡鹿郡石巻米沢平之丞舩若宮丸、寛政五丑年七月二十七日、石巻川口出、船、同月二十九日より漂
流、同六寅年五月十日ヲロシヤ国（江）漂着、舩頭並に水主拾六人の内、船頭平兵衛並に水主二人、都合三人此国
にて病死（致）、残（り）拾三人の内九人彼国に止り、四人ヲロシヤ国より八十一人乗合にて長崎迄送（り）届ら
れ、享和三亥年六月十日、ヲロシヤ国の都ビセリホロカと云る所を出船して、（文化元子年九月六日長崎着舩して、）
同三寅年二月帰国」（せし）水主四人の内（壱人、）寒風沢浜津大夫と申物、舩主平之丞かたえ見舞に来りて夜語
（致）せしを聞書して記しおきぬ、
右の通り、字句の異同はあるがほぼ同内容である。また傍線部の平之丞については、本文中で「船頭」が死亡して
いる。『流舩異国物語』の冒頭部には「船頭」とあるが、本文には「船主平之丞」とあり、また池田晧氏架蔵本に
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も「船主」とあることから、「平之丞」は「船主」で正しいと思われる。ただし『異国漂流記』原本は未確認のた
め、右冒頭部は、池田皓氏による「解題」（同氏訳『環海異聞　海外渡航記叢書２』雄松堂出版、一九八九、三一
六～三一七頁）から引用した。
(43)『流舩帰国物語』の登場人物名は本文による。ただし、同漂流を扱った『環海異文』の登場人物や人数は同様で
あるが、名前に異同があるため（　）に示した。
(44)池田皓氏架蔵本『異国漂流記』（別名奥州仙台領石巻村船主魯西亜漂流）の跋文には「此書文化三寅年六月中石
巻出役の節、津太夫より聞書とめ、猶又寒風沢浜え帰着、同七月中佐兵衛〔佐平〕より聞し事も書加へおくなり
馬場安五郎」（傍線は松本）と記されている。池田によると、本書は『環海異聞』より約一年前に成立したとする。
本文に年月や綱目などが立てられていないことから、漂流者の語りのまま書き留められた聞き書きであるとされる。
（前掲註41書、三一六・三一七頁）。木崎良平（前掲註６書）によると、「想像を逞しくすれば」（一九四頁）石巻村
役人の馬場安五郎が津太夫や左平から漂流話を聞き、書き留めていた可能性があると指摘する。
(45)この「佐兵衛聞書」注記の一文から、「左兵衛」は、前掲注41に引用した池田皓氏架蔵本『異国漂流記』（別名
奥州仙台領石巻村船主魯西亜漂流）の跋文中の傍線部と同一人物である。このことから、本書が池田氏架蔵本と同
系統のものであり、また、同じく馬場安五郎によって編集された可能性が高いと考えられる。
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